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《単元名》

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P148～165 １月上旬～２月中旬 15時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「モーターを回すと，自分で
電気をつくることができる
か」
電気は，モーターを回すと

つくることができる。
（手回し発電機など）
電気は，光，音，運動など

に変えて，使うことができる。

○ 電流の性質
・ 回路と電流・電圧
・ 電流・電圧と抵抗
・ 電気とそのエネルギー

○ 化学変化と電池
・ 化学変化と電池

【３学年「風やゴムで動かそう」】

【３学年「太陽を調べよう」】

【中２学年「電気の世界】

【中３学年「化学変化とイオン」】

コイルに鉄心を入れて，電流を流すと，
電磁石になる。
電磁石には，Ｎ極とＳ極があり，電流

の向きが反対になると，極が反対になる。

「コンデンサは
どのようなは
たらきをして
いるか」
電気はコンデ

ンサなどに蓄え
て，使うことが
できる。

【４学年「電気のはたらき」】

【中１学年「身のまわりの現象」】

【中３学年「運動とエネルギー」】

【３学年「明かりをつけよう」】 【３学年「じしゃくにつけよう」】

「電熱線の太さによっ
て，発熱のしかたは
どのように変わるか」
電熱線に電流を流す

と，発熱する。
電熱線の太さを変え

て電流を流すと，発熱
の仕方が変わる。

【中３学年「科学技術と人間」】

【３学年「物の重さをくらべよう」】

乾電池と豆電球
と導線を回路にす
ると，豆電球に明
かりがつく。

磁石は，
鉄でできた
ものを引き
付ける。

電気を利用
したおもちゃ
を作る。
いろいろな

発電の仕組み
を調べる。
電気を性質

や働きを利用
した道具につ
いて調べる。

金属
は電気
を通す。

磁石の違う極同
士は引き合い，同
じ極同士は斥け合
う。

乾電池の向きを変えると
電流の向きが変わり，モー
ターの回る向きが変わる。

光電池
を利用し
たおもち
ゃを作る。

光電池に当たる
光が強くなると，
電気を起こす働き
が大きくなり，電
流も強くなる。

乾電池２個を直列に
つなぐと，電流が強く
なり，並列につなぐと，
１個のときとほとんど
変わらない。

電磁石
を利用し
た道具や
おもちゃ
を作る。

電流を強く
したり，導線
の巻数を多く
すると，電磁
石の働きが大
きくなる。

○ 電流と磁界
・ 電流がつくる磁界
・ 磁界中の電流が受ける力
・ 電磁誘導と発電

○ 静電気と電流
・ 静電気と電流

○ エネルギーと仕事
様々なエネルギーとその変換

【５学年「電気がうみ出す力」】

【中３学年「自然と人間」】

【６学年「電気とわたしたちのくらし」】（本単元）

【６学年「てこのはたらき」】

【５学年「ふりこのきまり」】

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の系統図】
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こんなやり方もありますよ！

６年「電気とわたしたちのくらし」の単元では，いろいろな器

具を使って実験を行います。

器具の特徴や，注意点についていくつか紹介します。

「ハンドジェネレーター」「ゼネコン」など

とも呼ばれる。モーターにギアが取り付けら

れ，ハンドルにつながっている。ハンドルを

回すとモーターの軸を回すことになり，モー

ターの軸が回ると電気ができる現象(電磁誘

導)により，電流が(誘導電流)が流れる。

回す方向を反対にすると，電流の向きも反

対になるので，実験を行う際には回転の方向

にも注意する必要がある。(実験の際には，ど

ちらに回転させるかについても確認する)

「発光ダイオード」は

「ＬＥＤ」とも呼ばれ，

電球に比べて消費電力

が小さくほとんど発熱

しないため，最近は新

しい光源として使われ

るようになってきた。

極性(＋極と－極の区

別)があり，逆向きの電

流では発光しないので，

実験で回路を作る際に

は，確認する必要があ

る。

手回し発電機

発光ダイオード(LED)，コンデンサ

「コンデンサ」は

「キャパシタ」とも

呼ばれ，静電気とし

て電気を蓄えること

ができるものである。

容量はＦ(ファラッ

ド)という単位で表

される。

ＬＥＤと同様に極

性があるため，回路

を作る際には，確認

する必要がある。

※ ＬＥＤやコンデンサ以外に，電子オルゴールにも極性があり，電流の向き

が逆だと音が出ないので，注意が必要である。
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《単元の目標》

身の回りに見られる電気の利用について興味をもち，電気は，手回し発電機などを使ってつくり出した
り，蓄電器などに蓄えたりすることができることや，電気は，音熱などに変換されること，また，発熱に
ついては電熱線の太さによって発熱の仕方が変わることをとらえることができるようにする。さらに，電
気の性質や働きについて推論する能力を育てるとともに，それらについての理解を図ることができるよう
にする。

《単元の流れ》 15時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 電気はつくることができるのか ４時間

・ 電気はどのよ １ 問題を見いだす ・ 電気がどのようにしてつくられるの 複数事象の提示
うにしてつくら かを話し合う。 工夫点１
れるかを考え， ・ 手回し発電機で電気ができる様子を
手回し発電機を 観察する。
回すと電気がで 予想や仮説をもつ ・ モーターを回すと，自分で電気をつ ポイントを明確
きることに疑問 くることができるかどうかを考える。 にして話し合う
をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ モーターの軸を回す方法を考える。 工夫点２

・ モーターを回 １ 観察，実験を行う ・ モーターを回して電気をつくる実験
すと電気ができ を行う。
るかどうかを調 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
べ，結果を記録 確認する。
し，考察する。 考察し，結論を得る ・ モータを回すと電気ができることを

理解する。

・ 手回し発電機 １ 振り返り，広げる ・ 電気はどのように利用されているの
といろいろな器 かを話し合う。
具をつないでハ ・ 手回し発電機といろいろな器具をつ
ンドルを回し， ないでハンドルを回す実験を行い，結
器具の変化を調 果をノートにまとめ，クラス全体で確
べ，理解を深め 認する。
る。 ・ 電気はいろいろなものに変えて利用

していることを実感する。

・ 電気のつくら １ 振り返り，広げる ・ モーターを回すと電気ができ，発電
れ方についてま 機に利用されていることを理解する。
とめものづくり ・ モーターを使った発電機づくりを行
を行って，理解 う。
を深める。

２ つくった電気はためることができるのか ３時間

・ 電気を蓄えて １ 問題を見いだす ・ 手回し発電器とコンデンサ，発光ダ 複数事象の提示
利用している道 イオードをつないだ回路で明かりがつ 工夫点３
具について考 く様子を観察する。
え，コンデンサ 予想や仮説をもつ ・ コンデンサはどのような働きをして ポイントを明確
の働きに興味を いるのかを考える。 にして話し合う
もつ。 観察，実験の方法を考える ・ 実験の手順とまとめ方を考える。 工夫点４

・ コンデンサの １ 観察，実験を行う ・ コンデンサの働きを調べる実験を行
働きを調べる実 いう。
験を行い，結果 結果を整理する ・ 結果をノートにまとめ，グループで
を記録し，考察 確認する。
する。 考察し，結論を得る ・ コンデンサは電気をためて，使うこ

とができることを理解する。

・ 豆電球や発光 １ 振り返り，広げる ・ コンデンサに電気を蓄えて，豆電球
ダイオードにつ と発光ダイオードの明かりがついてい
いて調べ，電気 る時間を調べる実験を行う。
を効率的に使う ・ 結果をノートにまとめ，グループで
方法を考え，理 確認し，電気を効率的に使う方法を考
解を深める。 える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の目標と流れ】
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３ 電気は熱に変えることができるのか ４時間

・ 電気を熱に変 ２ 問題を見いだす ・ 電気を熱に変える器具について話し
える道具につい 合う。
て考え，電熱線 ・ 電熱線で発泡ポリスチレンを切る。
の働きに興味を ・ 違う種類の電熱線でろうそくを切る 複数事象の提示
もつ。 様子を観察する。 工夫点５

予想や仮説をもつ ・ 電熱線の太さによって発熱の仕方が
どのように変わるかを考える。

・ 電熱線の働き ２ 観察，実験の方法を考える ・ 実験の手順とまとめ方を考える。 ポイントを明確
を調べる実験の にして話し合う
方法を考えて実 観察，実験を行う ・ 電熱線の働きを調べる実験を行う。 工夫点６
験を行い，結果 ・ 結果をノートにまとめ，グループで
を記録し，考察 結果を整理する 確認する。
する。 ・ 電熱線は太いほど発熱することを理

考察し，結論を得る 解する。

４ 電気を利用した物をつくろう ４時間

・ 電気の性質を ２ 振り返り，広げる ・ これまでに学習した電気のつくられ
利用したおもち 方，利用の仕方などを基に，電気を利
ゃを作り，理解 用したおもちゃをつくる。
を深める。

・ いろいろな発 ２ 振り返り，広げる ・ いろいろな発電の仕組みや，電気を
電の仕組みや電 どのように変えて利用しているかを調
気の利用につい べる。
て調べ，学習の ・単元のまとめをする。
まとめをして，
理解を深める。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【単元の目標と流れ】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P148～149 １月上旬～２月中旬 本時１／15

《本時のねらい》

電気はどのようにしてつくられるのかを考え，手回し発電機を回すと電気ができることに疑問
をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 乾電池と，手回し発電機を使った回路で，豆電球に明かりをつける事象を提示し，共
通点と差異点について考えさせる。

※ 手回し発電機を速く回しすぎると豆電球が切れてしまうので，ゆっくり回すようにする。

〈事象Ａ〉乾電池で豆電球の明かりをつける。 〈事象Ｂ〉手回し発電機で豆電球の明かりをつ
ける。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

手回し発電機の中にモーターがあることに着目させ，モーターを回すと電気ができるのではな
いかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ モーターの軸を直接回し，電気ができたかどうかを確かめる。
・ モーターの軸を直接回す方法を考える。
・ 電気ができたことを確かめる方法を考える。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 電気がどのよ
うにしてつくら
れるのかを話し
合う。

▼ 乾電池や光電池は前に勉強した。 ○ 電気のつくられ方に興味をもた
▼ 発電所でつくって，電線で送られ せる。
て，コンセントから出てくる。 □ これまでの学習を振り返らせ，

▼ バッテリーに充電すると使える。 乾電池，光電池は必ず出させる。
▼ 回すと電気ができる懐中電灯やラ □ 乾電池，光電池以外の電源，特
ジオがある。 に回転させて得られる電気を意識

■ 児童にもたせたい意識

▲ 火力，水力，風力発電などは知っ
ているが，モーターを回転させて電
流を作っていることはあまり分から
ない。

▲ 乾電池，光電池は以前に学習した
ので知っている。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りの様々なところで使
われている電気は，どのように
つくられているでしょうか。電
源(電気をもらっている所)を考
えながら話し合いましょう。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程１／15】
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▼ 発電所ではどのようにして電気を させたい。
つくっているのだろう。

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 手回し発電機のハンドルを回転
させることによって電気がつくら

▼ どちらも豆電球が光っているので れることに気付かせる。
電流が流れている。 □ 手回し発電機を回すと，どうし

▼ 回転させると電気ができるんだ。 て電気が流れるのか疑問をもたせ
る。

□ 手回し発電機の中にモーターが
あることが分かるように，透明な

▼ 回転させている時だけ，電気がで
きるのかな。 物を使う。

○ 児童の考えを整理させる。

問題 モーターを回すと，自分で電気をつくることができるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 手回し発電機を回すと，中のモー
● モーターを回 ターも回ったので…
すと，自分で電
気をつくること
ができるかどう
かを考え，仮説 ▼ 回すと電気ができる懐中電灯やラ ○ これまでの生活体験や提示した
をノートに記入 ジオの中にも，モーターが入って 事象などを根拠にして，仮説を立
する。 い るのだろう。 てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● モーターを回
すと，自分で電
気をつくること ○ 実験の方法を考えさせることで
ができるかどう 実験の必要感をもたせ，意欲的に
かを調べる実験 ▼ モーターの軸にプロペラを付けて 取り組ませる。
方法を考える。 回す。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 教科書P150を参考にして考えさ
▼ 手で回すモーターにもう一つのモ せる。
ーターをつないで，そのモーター

が 回れば電気ができたことになる

□ 児童が考えた方法を実現できる
ように準備する。

■ モーターを回すと，自分で電気を
つくることができるだろう。

◎ モーターを回すと電気ができ
るのかどうか，仮説を立て，理
由も考えてノートに書きましょ
う。 主体的な問題解決

◎ 工夫点１(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

■ 手回し発電機は，どのような仕組
みで電気をつくっているのだろうか。

■ 手回し発電機の中に，モータのよ
うなものが見える。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じ ・ 豆電球の明かりがついている

ところ ・ 回路に電流が流れている

違う 電源 乾電池 手回し発電機
ところ 豆電球 回路を切らなけ 回転をやめると

れば消えない 消える

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点２(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

主体的な問題解決

２ モーターの軸に棒をこすりつけて
回す。

２ モーターの軸にゴム管をつけてこ
すりつける。

３ 豆電球に明かりがつくかどうかを
見る。

３ 検流計や電流計をつないで，針が
振れるかどうかを見る。

１ モーターの軸を直接回し，つない
だ豆電球の明かりがつくかどうかを
調べる。

・ 検流計や電流計をつないで，針が
振れるかどうかを調べる。

◎ 次の時間に実験で確かめまし
ょう。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程１／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P150 １月上旬～２月中旬 本時２／15

《本時のねらい》

モーターを回すと，自分で電気をつくることができるかどうかを調べ，結果を記録し，考察す
る。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 モーターを回すと，自分で電気をつくることができるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 手で回すモーターに，しっかり豆
● モーターを回 電球（もう一つのモーター）を接続
すと，自分で電 しよう。
気をつくること
ができるかどう
かを調べる実験 ○ 実験の視点を明確にさせる。
を行う。 □ モーターの軸を回転させる方法

は，できるだけ児童が考えた方法
▼ モーターの軸を回している時だけ で行わせる。
電気ができているかどうかも観察し □ 回転が足りないグループには，
よう。 教科書P150やポイント集に載って

いる方法でやってみるように助言
する。 →ポイント集2011 P157

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ▼ 電流計の針が振れた。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

▼ モーターの軸の回転が速いほど， めさせる。
豆電球が明るくついた。 □ 気付いたこともノートに記録す

▼ 回転しているときだけ豆電球がつ るよううながす。
いた。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー ▼ 電流計の針が振れたので，電気が
トに記入し，ク できたと言える。 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
ラス全体で確認 ▼ 私たちの考えと同じだ。 を導き出させる。
する。 ▼ なぜ，モーターを回すと電気がで

きるのだろう。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ モーターを回すと電気ができ
るかどうかを確かめる実験を，
グループごとに行い，結果をノ
ートに記録しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決■ モーターの軸がより速く回るよう
に工夫しながら実験しよう。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しよう。

■ モーターの軸を回すと，豆電球の
明かりがついた。(もう一つのモータ
ーも回った。)

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間は，手回し発電機で
つくった電気が，どのような器
具で利用できるか考えてみまし
ょう。

■ モーターの軸を回すと，豆電球の
明かりがついたので，(もう一つのモ
ーターも回ったので) 電気ができた

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程２／15】
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こんなやり方もありますよ！

みやぎ理科指導ポイント集２０１１では，６年「電気とわたし

たちのくらし」の単元で活用できる実験例を紹介しています。

今回の授業案には載せていないものを紹介します。

モーターの軸を回すと電気ができるこ

とを確かめる実験を行う際，モーターの

軸にゴム製チューブ(網戸押さえ用ゴム

やつり用のゴム管が使用できる)を差し

込むと，割り箸にビニールテープを巻か

なくとも良い。チューブはホームセンタ

ーなどで購入できる。内径は軸よりも小

さくきつめのものが良い(φ0.8～1.0mm)。

網戸押さえ用であれば，店内にサンプル

品がおいてある場合が多い。

電熱線の太さに

よる発熱の仕方の

違いを調べる実験

を行う際，発泡ポ

リスチレンを使う

のではなく，デジ

タルサーモテープ

付きの電熱線を使

うと，結果が数値

で明確に分かる。

太さ0.08mm

太さ0.12mm

太さ0.23mm

モーターの軸にゴム製チューブを利用

デジタルサーモテープの利用
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P151 １月上旬～２月中旬 本時３／15

《本時のねらい》

手回し発電機といろいろな器具をつないでハンドルを回し，器具の変化を調べ，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

手回し発電機を使って実際に電気をつくり，いろいろな器具をつないで変化を調べることによ

って，電気が光や音，運動などに変わることに気付かせる。

身の回りの電化製品は，電気を何に変えているものかを考えさせ，日常生活の中でも，電気を

いろいろなものに変えて利用していることを実感する。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 身の回りで電

気がどのように

利用されている

かを考え，話し ○ 電気はいろいろなものに利用さ

合う。 れていることを気付かせる。

▼ 乾電池で豆電球を付けたり，モー □ 豆電球，モーター，電子オルゴ

ターを回したりすることができる。 ール，電磁石などを乾電池で利用

▼ バッテリーに充電して使う，ゲー することを思い出させるために，

ム機や携帯電話なども，電気を利用 話し合いの場を設定する。

している。 □ 電気を別のものに変えて利用し

ていることに気付かせるように助

言する。

▼ コンセントから電気をもらって使

う，テレビや冷蔵庫などもある。

▼ いろいろな電気の利用について，

調べてみたい。

● 手回し発電機 ▼ これまでの学習で使ってきた，豆

でいろいろな器 電球，モーター，電子オルゴールを

具を使う実験を 使ってみよう。

行い，電気は光 ▼ 発光ダイオードも豆電球と同じよ

や音，運動など うに明かりがつくんだ。

に変えて利用さ ▼ 使う器具によってハンドルを回す

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 手回し発電機で電気をつくれ
ることを学習しました。いろい
ろな器具を手回し発電機で使う
ことができるか確かめて，結果
をノートにまとめましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 身の回りの多くの物は電気を利用
している。

■ 電気はいろいろなものに変えて利
用されている。

■ 電気は，モーターを回す発電機な
どで作ることができる

◎ 身の回りで電気は，どのよう
に利用されているでしょうか。
グループで話し合いましょう。

自然や生活との関係

▲ これまで，豆電球，モーター，電
子オルゴール，電磁石などを乾電池
で使う学習をした。

▲ 電化製品はいろいろな働きをする
ものがある。

▲ モーターを回すと，自分で電気を
作ることができる。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程３／15】



６年 ９ - 10 -

れていることを ときの手応えが違うぞ。 ○ 手回し発電機で，豆電球，モー

理解する。 ▼ 豆電球より発光ダイオードの方が ター，電子オルゴール，発光ダイ

ハンドルの手応えが小さい。 オードなどを使うことができるか

▼ 電子オルゴールは，ハンドルを反 確かめさせる。

対に回すと音が鳴らないぞ。 □ 電気が，光や音，運動などに変

▼ 発光ダイオードも，ハンドルを反 わっていることに気付かせるため

対に回すと明かりがつかないぞ。 に「電気が何に変わっているのか

▼ モーターはハンドルを反対に回す な」と問い掛ける。

と反対に回った。 □ ハンドルを速く回しすぎると，

▼ 手回し発電機のハンドルを反対に 器具が壊れる可能性があることを

回すと，電流の向きが反対になるの 話しておく。

ではないか。 □ 電子オルゴールや発光ダイオー

ドは極性があり，電流の向きが反

対だと音が出なかったり，明かり

がつかなかったりすることに気付

かせたい。

□ 手回し発電機を反対に回すと，

▼ コンセントからくる電気も，手回 モーターも反対に回ることから，

し発電機と同じように，モーターを 手回し発電機の回転方向は，電流

回してつくられているのだろうか。 の向きに関係していることに気付

かせたい。

● 日常生活の中 ▼ 電灯は，電気を光に変えている。

でも，電気をい ▼ ラジカセは，電気を音に変えてい

ろいろなものに る。

変えて利用して ▼ 扇風機は，電気を運動に変えてい

いることを実感 る。 ○ 日常生活の中でも，電気を，光，

する。 ▼ テレビやパソコンは，電気を光や 音，運動などに変えて利用してい

音に変えている。 ることに気付かせ，学んだことの

意義や有用性を実感させる。

■ 手回し発電機でつくった電気も，
乾電池や光電池と同じように使うこ
とができる。

■ 電気は，光，音，運動などに変え
て使うことができる。

◎ 身の回りの電化製品は，電気
を何に変えて利用しているのか
を考えて，ノートに書きましょ
う。 自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程３／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P152～152 １月上旬～２月中旬 本時４／15

《本時のねらい》

電気のつくられ方についてまとめ，ものづくりを行って，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

実際の生活の中で電気がどのようにつくられているかを考えたり，モーターを使った発電機づ

くりに取り組ませることで，発電の仕組みに関する理解を確かなものにさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● これまでの学

習をノートにま ○ これまでの学習で分かったこと

とめ，理解する。 ▼ 手回し発電機は，モーターを手で を板書し，ノートにまとめさせ，

速く回すための道具だったんだ。 理解を確かなものにさせる。

▼ 確かに，豆電球や発光ダイオード □ 板書の内容をノートにまとめさ

は光，電子オルゴールは音，モータ せながら，感じたことや考えたこ

ーは運動に変わっている。 と，新たな疑問なども記入するよ

▼ 発電所でもモーターを回している う促す。

のだろうか。

▼ 身の回りの電化製品は，電気を何

に変えて使っているのだろうか。

● 発電機や発電 ▼ 発電機はエンジンでモータを回し

所の仕組みにつ ているんだ。

いて説明を聞 ▼ 風力発電は風，水力発電は水の力

く。 でモーターを回しているんだ。

▼ 火力発電は水を沸かした蒸気の力 ○ モーターの軸を回すと電気がで

でモーターを回しているんだ。 きる現象が，実際の生活でも使わ

れていることを理解させる。

□ 自転車の発電機や，発電所で使

われている発電機などの，写真や

図を用いて説明する。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまでの学習をまとめまし
ょう。

■ 電気は，発電機などでつくること
ができる。

■ 電気は，光，音，運動などに変え
て，使うことができる。

◎ 発電機や発電所でも，手回し
発電機と同じように，モーター
の軸を回すことによって電気を
つくっています。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程４／15】



６年 ９ - 12 -

● モーターを使 ▼ モーターに風車を付けて，風力発

った発電機づく 電機を作ろう。

りを行う。 ▼ 水を受ける水車をつければ，水力

発電になるぞ。 ○ モーターを回すと，自分で電気

▼ やかんから出る蒸気を当てて回せ をつくることができることを活用

ば，火力発電と同じだ。 したものづくりを行い，理解を深

めさせる。

※ 発電機づくりの例 □ モーターの軸をより速く回すた

モーターを回すと電気をつくる めの工夫をするよう助言する。

ことができることを利用し，ペッ □ 風で回す場合は風力発電，水で

トボトルなどで風車をつくり，モ 回す場合は水力発電，蒸気で回す

ーターの軸に取り付けて，風を当 場合は火力発電と同じ原理である

てるとミニ風力発電機になる。 ことを意識させたい。

モーターは光電池用のものを使 □ インターネットなどで，発電機

うとよい。工作用のモーターでは の工作を検索すると，作り方が多

なかなか発電しない。 数見つかる。

→ポイント集2011 P161

◎ モーターを使って発電機を作
ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程４／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P153 １月上旬～２月中旬 本時５／15

《本時のねらい》

電気を蓄えて利用している道具について考え，コンデンサの働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点３ 手回し発電機と発光ダイオードをつないだ回路と，その回路にコンデンサを加えた回
路を提示し，共通点と差異点について考えさせる。

※ 事象Ａでは，手回し発電機を速く回しすぎると発光ダイオードが切れてしまうので，ゆっく
り回す。（抵抗を直列につないでもよい）

※ 事象Ｂでは，手回し発電機を回して，止めた後すぐに手回し発電機の回路を切る。そのまま
にすると手回し発電機のモーターが回り，ＬＥＤの明かりが消える可能性がある。

〈事象Ａ〉手回し発電機と発光ダイオードの回路 〈事象Ｂ〉Ａの回路にコンデンサを加えた回路

手回し発電機を回すと発光ダイオードの明か 手回し発電機を回すと発光ダイオードの明か
りがつき，止めると消える。 りがつき，止めてもすぐには消えない。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

事象Ａと事象Ｂの違いを根拠に考えさせ，手回し発電機を回していないときも発光ダイオード
の明かりがつくことから，コンデンサは電気を蓄えることができるのではないかと考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点４ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話し合いながら確認させ，
見通しをもたせる。

・ コンデンサに電気を蓄えることができたかどうかを確かめる。
・ 電気が蓄えられたかどうかを確かめる方法を考える。
・ 条件や注意点について考える。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 回路にコンデンサを加えると，
手回し発電機の回転を止めても電
流が流れることに気付かせる。

□ 事象提示の前に，コンデンサは
放電させておく。

□ 発光ダイオードには極性がある
ことを思い出させる。

□ 事象提示の前に，コンデンサは
放電させておく。極性があること

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 工夫点３(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

▲ 手回し発電機で電気をつくり，発
光ダイオードの明かりをつけること
ができる。

▲ 充電して使う機器があることは知
っているが，コンデンサのことは知
らない

Ａ Ｂ

同じ ・ 発電機を回している間，発光ダ

ところ イオードの明かりがついている。

回路 発光ダイオードと手 Ａの他にもう一つの

違う 回し発電機の回路 器具がある

ところ 明かり 発電機を止めると消 発電機を止めてもつ

える いている

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程５／15】
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▼ Ｂには，発光ダイオードの他にも にも注意して回路をつくる。
う１つ器具が付いている。 □ コンデンサの存在や，明かりが

▼ Ｂは手回し発電機の回転を止めて つき続けることとの関係に児童が
も発光ダイオードの明かりがついて 自ら気付くために，共通点と差異
いる。 点を表にまとめさせた後に，コン

デンサの説明をする。

○ コンデンサの名称を理解させる。
▼ 調べてみたい。 □ 児童がコンデンサの働きについ

て考えるきっかけにさせたい。気
付いている場合に考えを表現しや

すくなる。
○ 児童の考えを整理させる。

問題 コンデンサは，どのようなはたらきをしているのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ コンデンサがついている回路は，
● コンデンサの 手回し発電機を止めても明かりがつ
働きについて考 き続けていたので…
え，仮説をノー
トに記入する。

○ これまでの生活体験や提示した
▼ 電気を蓄えて使う器具にはコンデ 事象などを根拠にして，仮説を立
ンサが使われているのだろう。 てさせる。

観察，実験の
方法を考える
● コンデンサの
働きを調べる実
験方法を考え ○ 実験の方法を考えさせることで
る。 実験の必要感をもたせ，意欲的に

取り組ませる。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，

▼ 豆電球やモーター，電子オルゴー
ルにもつないでみよう。

実験方法を考えさせる。
□ 児童が考えた方法を実現できる

ように準備する。

■ コンデンサは電気を蓄える働きが
あるだろう。

◎ コンデンサの働きについて，
仮説を立て，理由も考えてノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

■ コンデンサはどんな働きをしてい
るのだろう。

■ 手回し発電機を止めても明かりが
つき続けることと関係がありそうだ。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

◎ Ｂの回路にある器具は，コン
デンサといいます。

◎ 問題について調べる方法を，
ポイントを確認しながら考えて
いきましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点４(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 条件や注意する点はあります
か。

主体的な問題解決

２ 手回し発電機とコンデンサだけを
つないでハンドルを回し，その後，
コンデンサと発光ダイオードだけを
つなぐ。

３ コンデンサと発光ダイオードだけ
をつないだ回路で明かりがつくかど
うかを見る。

１ コンデンサに電気を蓄えることが
できるかどうかを調べる。

◎ 次の時間に実験で確かめまし
ょう。

４ コンデンサが発電しているかもし
れないので，何もしないで発光ダイ
オードだけをつないだ回路でも確か
めてみる。明かりがつかなければ，
発電していないと言える。

４ 手回し発電機を速く回しすぎない。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程５／15】



６年 ９ - 15 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P153～154 １月上旬～２月中旬 本時６／15

《本時のねらい》

コンデンサの働きを調べる実験を行い，結果を記録し，考察する。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 コンデンサは，どのようなはたらきをしているのだろうか。

観察，実験を行う ▼ 手回し発電機とコンデンサのつな
● コンデンサの ぎ方，ハンドルを回す方向に注意し
働きを調べる実 よう。
験を行う。 ▼ 発光ダイオードも，つなぎ方によ

って明かりがつく場合とつかない場
合があるので，注意しよう。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

□ 実験前にコンデンサは放電させ
ておく。

□ コンデンサの極性に注意する。
電気を蓄える際のつなぎ方やハン
ドルを回す方向を指示する。

□ コンデンサに電気を蓄えた後，
手回し発電機の回路はすぐに切る
必要がある。そのままにすると，
コンデンサから発電機に電流が流
れる(コンデンサに蓄えられた電
気がなくなる)可能性がある。

□ コンデンサの容量や，実験方法
についてはポイント集を参考にす
る。→ポイント集2011 P159～160

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。
□ 気付いたこともノートに記録す
るように促す。

▼ 発光ダイオードを反対につなぐと
明かりはつかなかった。

▼ 手回し発電機のハンドルを反対に
回すして，コンデンサと発光ダイオ
ードをつなぐと，明かりはつかなか
った。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー
トに記入し，ク
ラス全体で確認 ▼ 発電はしない。何もしなければ電 ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
する。 気はたまらない。 を導き出させる。

▼ 私たちの考えと同じだ。
▼ なぜ，コンデンサには電気を蓄え
ることができるのだろう。

○ 次時の学習の予告をし，考えを
もたせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ コンデンサの働きを調べる実
験を，グループごとに行い，結
果をノートに記録しましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決

■ 手回し発電機を速く回しすぎない
ように注意しよう。

■ 実験の結果や気付いたことを，確
実にノートに記録しよう。

■ 手回し発電機とコンデンサをつな
いでハンドルを回した後，コンデン
サと発光ダイオードをつなぐと，明
かりがついた。

■ 何もしないでコンデンサと発光ダ
イオードをつなぐと，明かりはつか
なかった。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入し，発表し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 次の時間は，豆電球と発光ダ
イオードの違いについて考えて
みましょう。

■ 手回し発電機でつくった電気は，
コンデンサに蓄えることができ，蓄
えた電気を使って，発光ダイオード
の明かりがついたと言える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程６／15】



６年 ９ - 16 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P154～155 １月上旬～２月中旬 本時７／15

《本時のねらい》

豆電球や発光ダイオードについて調べ，電気を効率的に使う方法を考える。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

同じ量の電気を蓄えたコンデンサに豆電球や発光ダイオードをつないで，明かりがついている
時間を比較させ，発光ダイオードの方が豆電球より電気を効率的に使っていることに気付かせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる
(問題を見いだす)
(予想や仮説をもつ)
● 発光ダイオー
ドが使われるよ
うになってきた
理由を考え，話
し合う。 ○ 発光ダイオードがいろいろなと

ころで使われてきていることに気
▼ 発光ダイオードはＬＥＤのことな 付き，なぜそのようになってきて
んだ。 いるのかを考えさせる。

▼ 最近いろいろなところでＬＥＤが □ ＬＥＤの方が身近な言葉なの
使われてきているのは，省エネだか で，発光ダイオードと同じもので
らではないか。 あることを知らせる。

▼ 調べてみたい。

(観察，実験の方法を考える) ▼ 同じ量の電気を豆電球とＬＥＤに
● 豆電球と発光 使い，明かりのついている時間を調
ダイオードのど べれば良い。
ちらが，電気を ▼ 同じ乾電池を使って消えるまでの
多く使うか調べ 時間を調べる。
る方法を考え ▼ コンデンサに同じ量の電気をため
る。 てつなぎ，消えるまでの時間を調べ ○ 豆電球とＬＥＤのどちらが，電

る。 気を多く使うか調べる方法を考え
る。

(観察，実験を行う) ▼ ＬＥＤの方が長い時間明かりがつ
(結果を整理する) いていると思う。
(考察し，結論を得る) ▼ ＬＥＤやコンデンサには＋極と－
● 豆電球と発光 極があるので，つなぐときに注意し
ダイオードのど よう。
ちらが電気を多
く使うか調べる ○ 豆電球とＬＥＤのどちらが電気
実験を行い，結 を多く使うかを確かめさせる。
果をまとめる。 □ これまでの学習を振り返り，手

回し発電機を回す方向や，ＬＥＤ，
コンデンサの極性に注意するよう

▼ だから，電球からＬＥＤに代わっ 促す。
てきているのか。

● 発光ダイオー ▼ ＬＥＤは壊れにくい。
ドの利点につい ▼ 電球の代わりにＬＥＤになってき
てまとめる。 た理由が理解できた。

▼ 身の回りでＬＥＤが利用されてい
るところを探してみよう。

○ 学習内容をまとめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 発光ダイオードは，電気をあまり
使わないのだろうか。

◎ 最近，電球に代わって発光ダ
イオードが使われることが多く
なってきました。どうしてその
ようになってきたのでしょうか。
グループで話し合いましょう。

自然や生活との関係

▲ 手回し発電機で豆電球と発光ダイ
オードに明かりをつける実験で，豆
電球より発光ダイオードの方が，ハ
ンドルの手ごたえが小さかった。

▲ 発光ダイオードには＋極と－極が
ある。

▲ 発光ダイオードの方が，省エネだ
と聞いたことがある。

◎ 豆電球とＬＥＤを比較して，
どちらが電気を多く使うか調べ
てみましょう。どのように調べ
たら良いですか。

自然や生活との関係

◎ 教科書P154の「やってみよう」
の実験をやってみましょう。実
験結果はノートにまとめ，グル
ープで確認し合いましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ 発光ダイオードの方が長い時間明
かりがついていたので，豆電球より
電気を使わないので，効率的だと言
える。

◎ (教科書のP155を読んで)ＬＥ
Ｄには様々な良いところがある
ので，電球の代わりに使われる
ようになってきました。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程７／15】



６年 ９ - 17 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P156～157 １月上旬～２月中旬 本時８・９／15

《本時のねらい》

電気を熱に変える道具について考え，電熱線の働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点５ 太さの違う電熱線でろうそくを切る事象を提示し，共通点と差異点について考えさせ
る。(ろうそくは，太さが同じぐらいのものを使い，形や長さはあえて揃えない)

〈事象Ａ〉太い電熱線 〈事象Ｂ〉細い電熱線

簡単に切れる。 Ａより切れにくい。

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

事象Ａと事象Ｂの違いを根拠に考えさせ，太い電熱線の方が発泡ポリスチレンが切れやすかっ
たことから，電熱線が太い方が，発熱する量が多いのではないかと考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 電気を熱に変
える器具につい
て話し合う。

▼ 電磁石をつくったとき，コイルが
熱くなっていた。

○ 電気を熱に変える器具について
興味をもたせる。

□ ５年生「電流がうみ出す力」で
コイルに電流を流したときに，コ

▼ 電気を熱に変えるものが，中に入 イルが熱くなったことを思い出す
っているのではないか。 よううながす。

▼ 調べてみたい。

○ 電熱線について理解させる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ ドライヤー，ホットプレート，こ
たつ，電気ストーブ，アイロンなど
を使ったことがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 身の回りで，電気を熱に変え
ている器具にはどのようなもの
があるでしょうか。グループで
話し合いましょう。

自然や生活との関係

■ ドライヤーやホットプレートはど
のような仕組みで電気を熱に変えて
いるのだろう。

◎ ドライヤーやホットプレート
の中には，電熱線という金属の
線が入っていて，それに電流を
流すと発熱します。

自然や生活との関係

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程８・９／15】



６年 ９ - 18 -

● 電熱線を使っ ▼ 電熱線に乾電池をつないで電流を
た道具をつく 流すと発熱するんだ。
り，電熱線に電 ▼ 発泡ポリスチレンは電熱線が発熱
流を流すと発熱 した熱で溶けるので切れるんだ。
することを実感 ▼ 電熱線の種類によってよく切れる
する。 ものと切れないものがあるぞ。

▼ やけどをしないように気を付けよ ○ 電熱線に電流を流すと発熱する
う。 ことを実感させる。

□ やけどをしないようにすること
や，換気をするように注意する。

□ いろいろな太さの電熱線を準備
し，発熱の仕方が違うことに気付
かせたい。

● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を
見いだす。

○ 電熱線の種類によって，ろうそ
くの切れ方が違うことに気付かせ
る。

□ 電熱線の太さに着目させるため
▼ 電熱線が太い方が発泡ポリスチレ に，長さは同じにする。
ンがよく切れる。 □ 実験方法を考えさせる際に，条

件制御の必要性を感じさせるため
に，Ａ，Ｂのろうそくの形はあえ
てそろえない。

▼ 発泡ポリスチレンは熱で溶けて切
れるのだから，熱くなれば切れる時
間が短くなるのではないか。 ○ 児童の考えを整理させる。

問題 電熱線の太さによって，発熱のしかたはどのように変わるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 電熱線が太い方が，ろうそくが切
● 電熱線の太さ れやすかったので…
によって，発熱
の仕方が変わる
かどうかを考 ○ 提示した複数事象などを根拠に
え，仮説をノー して，仮説を立てさせる。
トに記入する。 ▼ 太い方がろうそくに当たる面積が

広いので切れやすくなるだろう。
▼ 細い方が鋭いので，ろうそくが切
れやすいのではないか。 ○ 次時の学習の予告をし，考えを

▼ 電熱線の太さ以外の条件を同じに もたせる。
して実験すれば分かるだろう。

■ 電熱線が太い方が，熱くなるだろ
う。

◎ 電熱線の太さによって，発熱
の仕方が変わるかどうか，仮説
を立て，理由も考えてノートに
書きましょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点５(事象Ａ，Ｂを見せて)
ＡとＢを比べて，何が同じで何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

■ 電熱線の太さによって，発熱のし
かたが違うのだろうか。

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

Ａ Ｂ

同じ ・ 同じ長さの電熱線
ところ ・ どちらも乾電池は直列で２個

ちがう 切れるま 短い時間で切 長い時間かか
ところ での時間 れる。 って切れる。

電熱線
の太さ 太い 細い

◎ 電熱線を使ってP157のような
道具をつくり，電流を流して発
熱させ，発泡ポリスチレンを切
ってみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 次の時間に実験の方法を考え，
確かめましょう。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程８・９／15】



６年 ９ - 19 -

第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P158～160 １月上旬～２月中旬 本時10・11／15

《本時のねらい》

電熱線の働きを調べる実験の方法を考えて実験を行い，結果を記録し，考察する。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点６ 何を調べるかをしっかり理解させ，必要なことを１つずつ話合いながら確認させ，見
通しをもたせる。また，条件制御のポイントを明確にする。

・ 電熱線の太さによって，発熱の仕方が変わるかどうかを調べる。
・ 太さの違う２種類の電熱線を使い，電熱線の太さ以外の条件を揃えて実験する。
・ 電熱線の上に発泡ポリスチレンの板を置き，熱で切れて落ちるまでの時間を計る。
・ 誤差が出ると考えられるので同じ実験を数回行い，平均値で判断する。
・ 火傷に注意し，換気を十分に行う。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 電熱線の太さによって，発熱のしかたは変わるのだろうか。

観察，実験の
方法を考える
● 電熱線の太さ
によって，発熱
の仕方が変わる ○ 実験の方法を考えさせることで
かどうかを調べ 実験の必要感をもたせ，意欲的に
る実験方法を考 取り組ませる。
える。(10／15)

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ 条件を制御する必要があること
を十分に意識させ，じっくり時間
をかけて考えさせたい。

□ 誤差が出ることが考えられるの
で，数回実験を行い，平均値で判
断する必要があることに気付かせ
たい。

□ 火傷に注意し，換気を十分に行
う必要があることを話す。

□ 電熱線の温度変化が分かる器具

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 問題を調べる方法を，ポイン
トを確認しながら考えていきま
しょう。 主体的な問題解決

◎ 工夫点６(話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題を調べるためには，何を
見ればよいですか。

④ 調べる(変える)条件と，同じ
にする(変えない)条件は何です
か。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 注意点は何ですか。

主体的な問題解決

２ 太さの違う２種類の電熱線を使い，
発泡ポリスチレンを乗せて，切れて
落ちるまでの時間を調べる。

３ 発泡ポリスチレンが切れて落ちる
までの時間が長いか短いかを見る。

４＜調べる(変える)条件＞
・ 電熱線の太さ(0.2mmと0.3mm)
＜同じにする(変えない)条件＞
・ 電池の数(１個)
・ 電熱線の長さ(６cm)
・ 発泡ポリスチレンの大きさと形

(同じ厚さで１辺２cmの正方形)

５ 電熱線が十分温まってから，何度
か実験を行い，平均を求める。

・ 分かりやすく表に記録する。

１ 電熱線の太さによって，発熱の仕
方が変わるかどうかを調べる。

１回目(秒) ２回目(秒) ３回目(秒) 平均(秒)

細い電熱線

(0.2mm)

太い電熱線

(0.3mm)

６ 火傷に注意し，換気を十分に行う
必要が亜ある。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程10・11／15】



６年 ９ - 20 -

▼ 熱で溶けるものであれば他のもの があれば代用しても良い。実験方
でもできる。(ろうそく) 法についてはポイント集を参考に

する。 →ポイント集2011 P161

観察，実験を行う ▼ 教科書P158～159の図を参考にし
● 電熱線の太さ て実験装置を間違いなく準備しよ
によって，発熱 う。
の仕方が変わる
かどうかを調べ
る実験を行う。 ○ 実験の視点を明確にさせる。

(11／15) □ 条件の制御について確認し，注
意が必要な点を確認させるため
に，実験の手順を演示する。
・ 電熱線の太さ以外の条件を同じに

する。

□ 火傷に注意し，十分に換気する
よう指示する。

結果を整理する
● 実験結果をノ
ートにまとめ，
グループで確認
し合う。 ○ 結果を分かりやすく明確にまと

めさせる。

考察し，
結論を得る
● 結果から分か
ったことをノー
トに記入する。

▼ 電熱線の太さが同じで長さが違う ○ 仮説と比較して考えさせ，結論
場合はどうなるだろうか。 を導き出させる。

▼ 電池の数を増やして直列につない □ 太い電熱線の方が，抵抗が小さ
だら，発熱の量は多くなるだろうか。 いので，同じ電圧(乾電池１個)で

は，太い方が電流が多く流れ，発
熱量も多くなる。

◎ 電熱線の実験をグループごと
に行い，結果をノートに記録し
ましょう。

具体的な体験 主体的な問題解決
■ 変える条件と変えない条件に注意
しながら実験し，手順を間違えない
ようにしよう。

■ 結果を正確に記録しよう。
■ 火傷に注意し，換気を十分に行お
う。

◎ 実験結果をノートにまとめ，
グループで確認し合いましょう。

主体的な問題解決

◎ 結果からどんなことが言える
でしょう。自分で考えてノート
に記入しましょう。

主体的な問題解決

■ 太い電熱線の方が，発泡ポリスチ
レンが切れて落ちるまでの時間の平
均が短かった。

１回目(秒) ２回目(秒) ３回目(秒) 平均(秒)

細い電熱線

(0.2mm) １０ ９ １１ １０

太い電熱線

(0.3mm) ６ ７ ５ ６

■ 太い電熱線の方が，熱くなると言
える。

■ 電熱線の太さを変えて電流を流す
と，発熱の仕方が変わると言える。

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程10・11／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」

東京書籍「新しい理科６」P161～161 １月上旬～２月中旬 本時12・13／15

《本時のねらい》

電気の性質を利用したおもちゃを作り，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

これまでの学習を生かしたものづくりを行わせ，日常生活での活用に目を向けさせる。

《本時の学習過程》

段階

▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点

実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● これまでの学

習を生かしたも

のづくりを行

う。

▼ 手回し発電機を使ってつくった電 ○ これまでの学習を活用したもの

気を利用する，ロープウェイを作ろ づくりを行い，理解を深めさせる。

う。 □ 手回し発電機，モーターを使っ

た発電，コンデンサ，電熱線のい

ずれかを必ず採り入れた設計案を

立てるように指示する。

▼ コンデンサを電池の代わりに使っ □ 本単元で学習したことの中で，

て，たまった電気を利用して走る自 何を生かしたものづくりなのかを

動車や電灯，扇風機を作ろう。 説明してから作り始めるように指

示する。

□ 教科書P161やポイント集を参考

にしておもちゃづくりに取り組ま

▼ 電熱線を利用して，発泡ポリスチ せる。 →ポイント2011 集P161

レンカッターを作ろう。

▼ ２つ以上を組み合わせて作ること

もできるぞ。

▼ インターネットなどで調べてみよ

う。

● ものづくりで

作った作品の工

夫したことなど

を発表する。 ○ クラス全体で考えを共有するこ

とで，学習を振り返り，考えを広

げさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまでに学習した電気のつ
くられ方，利用の仕方，蓄え方，
電気の性質などを利用した，お
もちゃを作ってみましょう。
具体的な体験 自然や生活との関係

■ 自分の設計したおもちゃは，この
単元で勉強した○○を使った作品だ
ということを説明できた。

■ 友達の発表を聞いて，参考になっ
たし，理解できた。

◎ おもちゃを作る活動で，工夫
したことや発見したことを発表
しましょう。 自然や生活との関係

■ この単元で学習したことをしっか
り考えてつくろう。

■ 手回し発電機で電気をつくれるこ
とを使って…

■ コンデンサで電気を蓄えられるこ
とを使って…

■ 電熱線に電流を流すと発熱するこ
とを使って…

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程12・13／15】
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第６学年「９ 電気とわたしたちのくらし」
東京書籍「新しい理科６」P162～165 １月上旬～２月中旬 本時14・15／15

《本時のねらい》

いろいろな発電の仕組みや電気の利用について調べ，学習のまとめをして，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

発電の仕組みや電気の利用，省エネルギーなどについて調べる活動を行わせ，日常生活での活
用に目を向けさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ 火力発電，水力発電，風力発電な
● 発電や電気の どは，どれも大きなモーターを回転
利用について調 させる力で電気を作り，送電線を使
べる。 って各家庭に電気を送っている。

▼ 火力発電には石油や石炭が使われ
ており，資源に限りがあることや，
二酸化炭素をだして温暖化の原因に
なっているのではないかということ
が問題になっている。 ○ これまでの学習を活用して，発

▼ 太陽光発電は，４年生の時に勉強 電や電気の利用，省エネルギーな
した光電池に太陽の光を当てて発電 どについて調べさせ，理解を深め
している。 させる。

▼ コンデンサは，手回し発電機付き □ 本単元では，回転による発電，
の懐中電灯やラジオなどに使われて コンデンサ，電熱線について学習
いて，ハンドルを回した後，コンデ しているので，それらに関係する
ンサに電気をためて使うことができ ものから調べるように指示する。
る。 □ 現在の発電方法や，電気の利用

▼ ハイブリッド自動車や電気自動車 についての問題点や，将来の在り
のバッテリーにもコンデンサが使用 方などについて，考えてみるよう
されたものがあり，たくさん電気を 助言する。
ためることができるコンデンサの開 □ 発電所で作った電気は，送電の
発，実用化が期待されている。 途中で消費していることを紹介す

▼ 電熱線を利用したものは，ドライ る。
ヤー，ホットプレート，こたつ，電
気ストーブ，アイロンなどたくさん
ある。電気を多く消費することが弱
点だ。

▼ 電気は光，音，運動，熱などに変
えていろいろなところで利用されて
いる。

□ 省エネルギーについて，自分な
りの考えをもたせたい。

● 本単元の学習
を振り返り，ま
とめる。

○ 発電の仕組みや電気の利用の仕
方，省エネルギーなどについての
既習事項を確認させ，知識の定着
を図り，理解を深めさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ いろいろな発電の仕組みや，
電気をどのように変えて利用し
ているか，省エネルギーなどに
ついて，本やインターネットな
どを使って調べ，ノートにまと
めてみましょう。

自然や生活との関係

■ 発電の仕組みや，コンデンサを使
った充電，電熱線の発熱などについ
て理解できた。

■ 環境を考えた発電方法や，効率の
良い電気の利用について，考えてい
きたい。

◎ 教科書P162～165を使って，こ
れまでの学習を振り返りましょ
う。

(例)
手回し発電機を２つつなぎ，片

方を回すと，もう片方もモーター
が回り，ハンドルが回る。
しかし，10回回しても，もう片

方は７～８回しか回らない。これ
は，電気が送られるときに使われ
るからである。(音や熱エネルギ
ーに変わって出ていく)

６年「９ 電気とわたしたちのくらし」

【本時のねらいと学習過程14・15／15】
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